
中期目標
番号

中期目標
中期計画

番号
自己評価 評価指標 令和４年度実績

１．共創スペースの形成数
　【５件以上（第４期中期目標期間の累計）】 ０件

２．共創スペースの関与自治体・企業数
　【自治体・企業あわせて150以上（第４期中期目標期間の累
計）】

０

３．共創スペースに参加した自治体・企業等からの満足度
　【本学との協働取組に満足又は地域の課題解決に資する取組
や具体的成果等を判断できる回答が７割以上（第４期中期目標
期間の４年目終了時及び第４期終了時）】

※ 令和７年度、令和９年度に実施予定

４．地球環境、SDGｓ（特に健康と福祉、教育、海の豊かさ、陸
の豊かさ）等に関した課題解決に向けた地域やキャンパス等に
おける実証の試行数
　【100以上（第４期中期目標期間の累計）】

99

５．各キャンパス実証等で作成したロジックモデルで想定した
アウトカムの実現数
　【第４期中期目標期間の４年目終了時30%以上、第４期終了時
60%】

0%

６．キャンパス実証の成功事例
　【①企業による商品化、②受賞等の表彰、③他機関が模倣す
る、等の「成功」と評価できる事例の誕生（第４期中期目標期
間中）】

※ 令和４年度は該当なし

７．IT専門家による教育プログラム評価
　【国内データサイエンス教育のトップレベルあるいはユニー
クな好取組と評価（第４期中期目標期間の４年目及び終了
時）】

（教育基盤機構）
・３つの数理・データサイエンス・AI教育プログラム「データサイエ
ンス・ベーシックプログラム」、「データサイエンスリテラシー」、
「データサイエンス」について、学内教員による「大学における情報
活用及び数理・データサイエンス教育に関するワーキンググルー
プ」、及び外部IT専門家による「データサイエンス教育プログラム外
部評価委員会」において、教育成果の評価及びプログラム改善につい
て検討した。その結果、令和６年度に向けてグループワークを行う科
目数を増加させると共に、AI科目を充実させることにした。

（ビックデータアクティベーションセンター）
・令和５年度に、対面で本格的に実施するための準備として、データ
活用を目的としたクラウドサービス構築のためのセミナーを試験的に
実施した。

８．医療系人材を育成する教育プログラム受講者数
　【90人以上（第４期中期目標期間終了時）】 189人

９．新設・再編した大学院学位プログラムの設置数
　【８プログラム以上（第４期中期目標期間の累計）】 ２プログラム

１０．研究科・専攻を越えた教員で担当する学位プログラム数
　【４プログラム以上（第４期中期目標期間の累計）】 ２プログラム

１１．国際共同学位プログラムの開設数
　【30プログラム（第４期中期目標期間終了時）】 23プログラム

１２．マイナー（新副専攻）プログラムの開設数
　【38プログラム（第４期中期目標期間の累計）】 28プログラム

１３．マイナー(新副専攻）プログラムの履修者数
　【入学定員の25％以上（第４期中期目標期間終了時）】 6.90%

１４．メジャー・マイナー制を利用した学生の満足度
　【学生に対するアンケート調査結果の高評価80%以上（第４期
中期目標期間の４年目終了時及び第４期終了時）】

※ 令和７年度、令和９年度に実施予定

１５．新潟のフィールドを活かした教育プログラムの履修者数
　【学士課程の全学生（第４期中期目標期間終了時）】 8,246人

１６．渡航型及びオンライン型の留学を含む英語等によるグ
ローバル対応力養成教育を体験した学生数
　【学士課程全学生数の60%以上（6000人以上)（第４期中期目
標期間終了時）】

20.60%

１７． 博士前期（修士）課程修了生の博士後期（博士）課程へ
の進学率
　【７％（第４期中期目標期間終了時）】

6.40%

１８．学外又は関連他分野からの学位論文審査委員の任用率
　【100%（第４期中期目標期間終了時）】 7.90%

１９．留学を含むグローバル対応力養成教育を体験した大学院
生の割合
　【100%（第４期中期目標期間終了時）】

3.40%

２０．就職希望の博士修了者が産業界（医療機関を含む一般企
業）へ就職する割合
　【80％（第４期中期目期間終了時）】

93.50%

２１．高度地域医療人材の育成数
　【25人以上（第４期中期目標期間の累計）】 ７人

２２．リカレント教育プログラム新設数
　【９プログラム以上（第４期中期目標期間の累計）】 １プログラム

２３．リカレント教育プログラム履修者数
  【200人以上（第４期中期目標期間終了時）】 158人

２４．受講修了者の満足度
　【受講修了者の高評価80%以上】

※ 令和５年度以降に受講修了者の満足度に関するアンケートを実施予
定

２５．研究業績数
　【2000本(うちWeb of Science(WoS)収録論文1300本）（第４
期中期目標終了時）】

1,721本（WoS収録1,309本）

２６．分野内インパクトファクター上位25％(Q1)ジャーナル掲
載論文数
　【450本（第４期中期目標期間における年平均）】

432本

２７．科研費の大型種目の受入れ件数
　【代表として15件以上（第４期中期目標期間における年平
均）】

９件

真理の探究、基本原理の解明や新たな発見を
目指した基礎研究と個々の研究者の内在的動
機に基づいて行われる学術研究の卓越性と多
様性を強化する。併せて、時代の変化に依ら
ず、継承・発展すべき学問分野に対して必要
な資源を確保する。⑭

7 ⑭-1

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

⑥-2

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に

進んでいる

⑦⑧-1

⑪-1 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に

進んでいる

特定の専攻分野を通じて課題を設定して探究
するという基本的な思考の枠組みを身に付け
させるとともに、視野を広げるために他分野
の知見にも触れることで、幅広い教養も身に
付けた人材を養成する。（学士課程）⑥

4

データ駆動型社会への移行など産業界や地域
社会等の変化に応じて、社会人向けの新たな
教育プログラムを機動的に構築し、数理・
データサイエンス・AI など新たなリテラシー
を身に付けた人材や、既存知識をリバイズし
た付加価値のある人材を養成することで、社
会人のキャリアアップを支援する。⑪

6

5 研究者養成の第一段階として必要な研究能力
を備えた人材を養成する。高度の専門的な職
業を担う人材を育成する課程においては、産
業界等の社会で必要とされる実践的な能力を
備えた人材を養成する。（修士課程）⑦

深い専門性の涵養や、異なる分野の研究者と
の協働等を通じて、研究者としての幅広い素
養を身に付けさせるとともに、独立した研究
者として自らの意思で研究を遂行できる能力
を育成することで、アカデミアのみならず産
業界等、社会の多様な方面で求められ、活躍
できる人材を養成する。（博士課程）⑧

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

④-2 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

⑥-1 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

令和４年度　中期目標・中期計画等の進捗に関する自己点検・評価報告書（総括表）

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

1 人材養成機能や研究成果を活用して、地域の
産業（農林水産業、製造業、サービス産業
等）の生産性向上や雇用の創出、地域の医療
や文化の発展を牽引し、地域の課題解決のた
めに、地方自治体や地域の産業界をリードす
る。①

①-1 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

3 国や社会、それを取り巻く国際社会の変化に
応じて、求められる人材を育成するため、柔
軟かつ機動的に教育プログラムや教育研究組
織の改編・整備を推進することにより、需要
と供給のマッチングを図る。④

④-1 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

2 新潟大学が2030年に向けて掲げるミッション
である「ライフ・イノベーションのフロント
ランナー」として、持続可能な未来社会の実
現に向けた、SDGsに関する実証をキャンパス
等で行う。【独自】

独自-1

1



中期目標
番号

中期目標
中期計画

番号
自己評価 評価指標 令和４年度実績

令和４年度　中期目標・中期計画等の進捗に関する自己点検・評価報告書（総括表）

２８．脳の一生を見渡せる脳地図の作製状況
　【運動を司る領域（運動野－錐体路）の脳地図の作製（第４
期中期目標期間中）】

脳地図の作製に向けて、前年度に所内公募で立ち上げた研究プロジェ
クト11件を実施し研究基盤の強化を進め、令和５年度以降も各プロ
ジェクトを推進していく予定とした。

２９．大規模脳データの解析をおこなう国内外の研究ネット
ワーク組織の形成
　【共同研究締結（第４期中期目標期間中）】

71

３０．脳研究に係るTop10%論文数
　【1.7本以上（第４期中期目標期間における年平均）】 ２本

３１． “ひと脳”の研究成果に立脚したQ1臨床研究論文数
　【17本以上（第４期中期目標期間における年平均）】 23本

３２．共創スペースで行う社会実装に向けた研究開発数
　【100件以上（第４期中期目標期間の累計）】 ４件

３３．取り組みの進捗度と社会からの評価
　【80％以上の取り組みにおいて「順調に進捗している」又は
「優れている」の評価を得ること（第４期中期目標期間の４年
目終了時及び第４期終了時】

※ 令和７年度末、令和９年度末に進捗評価に関するアンケートを実施
予定

３４．防災・減災に関わる共同研究数
　【20件以上（第４期中期目標期間における年平均）】 21件

３５．防災・減災に関わる社会連携及び実証研究の実施件数
　【10件以上（第４期中期目標期間における年平均）】 11件

３６．共同研究費
　【８億円（第４期中期目標期間終了時）】 633,067千円

３７．産学地域連携参画教員数
　【300人以上（第４期中期目標期間終了時）】 226人

３８．リモート化研究設備数
　【50台以上（第４期中期目標期間終了時）】 50台

３９．人材育成システムにて育成した人材数
　【10人以上（第４期中期目標期間の累計）】 ０人

４０．新潟研究基盤ネットワークへの参画機関数
　【５機関以上（第４期中期目標期間終了時）】 ３機関

４１．脳研究所が国内外の大学・研究所・製薬会社等と組織的
に連携した取組件数
　【75件以上（第４期中期目標期間における年平均）】

71件

４２．脳研究所が組織的連携によって得られた査読済み英語学
術論文数
　【67本以上（第４期中期目標期間における年平均）】

63本

４３．教育共同利用実習等の実施件数・利用延べ人数
　【演習林17件・800人、臨海実験所15件・900人（第４期中期
目標期間における年平均）】

演習林23件・1,142人
臨海実験所27件・1,312人

４４．専門資格取得者（第４期中期目標期間中に本院の医員
で、新たに認定医（高度な知識や技量、経験を持つ医師・歯科
医師として学会が認定）又は専門医（認定医よりさらに高度な
知識や技量、経験を持つ医師・歯科医師として学会が認定）の
資格取得者）数
　【440人以上（第４期中期目標期間の累計）】

63人

４５．サブスペシャルティ領域専門医取得者（専門医制度にお
いて、日本専門医機構に認定されたサブスペシャルティ領域の
新規登録者）数
　【230人以上（第４期中期目標期間の累計）】

13人

４６．国際学会発表数
　【300件以上（第４期中期目標期間における年平均）】 186件

４７．医師主導治験の新規実施件数
　【４件以上（第４期中期目標期間の累計）】 ２件

４８．企業等との共同研究実施数
　【８件以上（第４期中期目標期間における年平均）】 ６件

４９．先端医療研究による外部資金獲得額
　【2.8億円以上（第４期中期目標期間における年平均）】 518,774千円

５０．先端医療研究英語論文数
　【210件以上（第４期中期目標期間における年平均）】 273件

５１．高度医療、先端医療実施件数
　【先進医療A：患者５人、先進医療B：患者２人、高難度新規
医療技術の承認件数：６件（第４期中期目標期間における年平
均）】

先進医療A：患者75人
先進医療B：患者０人
高難度新規医療技術の承認件数：10件

５２．病院間情報通信網を活用した医療提供実績
　【ICTを活用した地域医療体制構築への参画（第４期中期目標
期間終了時）】

新潟県内における新型コロナウイルス感染症への対応に関し、本院の
通常の高次救急医療を維持しながら、新潟県内の各病院と密な連携
（情報、ノウハウの提供。自治体対策本部への参画。）をし、既存の
感染症対応病院で対応不能となった場合に、重症患者の対応を行っ
た。

５３．地域のステークホルダーと大学経営陣の意見交換会の開
催状況
　【概ね年度に１回以上の開催】

・学長、理事等が、新潟県内外の同窓生、地域住民、企業等から構成
される各種団体に、新潟大学将来ビジョン2030、第４期中期目標・中
期計画など法人経営に係る事項について説明し、意見交換を行った
（新潟大学全学同窓会：R4.7.16懇談会、R4.10.15交流会／講演会、新
潟大学サポーター倶楽部：R4.11.29報告会・情報交換会、新潟大学東
京イノベーションクラブ：R4.10.7意見交換会、産学連携協力会：
R4.6.1総会・講演会・懇談会）。
・学長が民間企業経営者と、リーダーシップ、ガバナンス、情報公
開、経営・組織改革、本学に期待すること等について意見交換を行
い、具体的な方策等の提案を受け、今後の法人経営に資する知見を得
た（R5.2.9対談、三井住友トラスト・ホールディングス株式会社取締
役会長）。

真理の探究、基本原理の解明や新たな発見を
目指した基礎研究と個々の研究者の内在的動
機に基づいて行われる学術研究の卓越性と多
様性を強化する。併せて、時代の変化に依ら
ず、継承・発展すべき学問分野に対して必要
な資源を確保する。⑭

7

地域から地球規模に至る社会課題を解決し、
より良い社会の実現に寄与するため、人文社
会系を含む幅広い基礎研究や学際的研究によ
り得られた科学的理論や基礎的知見の現実社
会での実践に向けた研究開発を進め、社会変
革につながるイノベーションの創出を目指
す。⑮

8

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

㉑-1内部統制機能を実質化させるための措置や外
部の知見を法人経営に生かすための仕組みの
構築、学内外の専門的知見を有する者の法人
経営への参画の推進等により、学長のリー
ダーシップのもとで、強靭なガバナンス体制
を構築する。㉑

11

⑭-2

⑮-1

⑮-2

⑱-1

⑱-3

国内外の大学や研究所、産業界等との組織的
な連携や個々の大学の枠を越えた共同利用・
共同研究、教育関係共同利用等を推進するこ
とにより、自らが有する教育研究インフラの
高度化や、単独の大学では有し得ない人的・
物的資源の共有・融合による機能の強化・拡
張を図る。⑱

9

⑳-1 Ⅰ 中期目標の達
成のためには遅れ
ている

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

⑱-2

⑳-2 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

⑳-3 Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

Ⅱ 中期目標の達
成に向けて順調に
進んでいる

世界の研究動向も踏まえ、最新の知見を生か
し、質の高い医療を安全かつ安定的に提供す
ることにより持続可能な地域医療体制の構築
に寄与するとともに、先端医療の拠点として
医療分野を先導し、地域社会の中核となって
活躍できる医療人を養成する。（附属病院）
⑳
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中期目標
番号

中期目標
中期計画

番号
自己評価 評価指標 令和４年度実績

令和４年度　中期目標・中期計画等の進捗に関する自己点検・評価報告書（総括表）

５４．学長のリーダーシップのもとで強靱なガバナンス体制が
構築できているかの外部評価
　【年度に１回以上実施し、「学長のリーダーシップのもと
で、強靱なガバナンス体制が構築できている」との評価を得る
こと】

・本学の法人経営及びガバナンス体制の構築状況等について、経営協
議会学外委員による外部評価を実施し、ガバナンス体制の構築状況に
ついて、６人の委員から「充分整っている」、２人の委員から「おお
むね整っている」旨の評価を得た。

５５．監事による意見を受けた改善等への反映状況
　【改善等の状況に対する事後評価が、第４期中を通して「お
おむね良好」以上の評価】

・令和５年４月27日の役員会において、平成30年度～令和３年度の監
事監査報告書に係る対応状況について、改善策の実施状況を報告し
た。
・監事による意見を受けた改善等への反映状況について、「改善策を
おおむね良好に実施している」との評価を受けた。

５６．中堅教員等の幹部候補者育成数
　【のべ60人（第４期中期目標期間の累計）】 17人

５７．幹部候補者育成計画の対象である概ね40代の中堅教員等
からの提案数
　【60件以上（第４期中期目標期間の累計）】

７件

５８．保有施設の老朽改善状況
　【計画達成率　大規模改修：50%以上、部位別改修：80%以上
（第４期中期目標期間中）】

大規模改修：100.0%
部位別改修：29.0%

４．地球環境、SDGｓ（特に健康と福祉、教育、海の豊かさ、陸
の豊かさ）等に関した課題解決に向けた地域やキャンパス等に
おける実証の試行数
　【100以上（第４期中期目標期間の累計）】

99

５９．全学共用スペースの有効活用状況
　【流動化率（全学共用スペース総数に対する公募スペース等
の全学的観点で利用するスペースの割合）80%（第４期中期目標
期間中）】

95.70%

６０．多様な財源を活用した施設整備の件数
　【180件以上（第４期中期目標期間の累計）】 58件

６１．寄附金額
　【12億円以上（第４期中期目標期間における年平均）】 1,477,039千円

３６．共同研究費
　【8億円（第４期中期目標期間終了時）】 633,067千円

６２．学部・研究科等における自己点検・評価の結果に基づく
改善状況（学長による改善検討指示数に対する実施割合）
　【毎年度100%】

100.00%

６３．学部・研究科等における自己点検・評価の結果に基づく
資源配分への反映状況
　【毎年度の教員人事制度及び予算編成において自己点検・評
価の結果を配分に反映させる仕組みがあること】

・本学では、「ポイント制」（中期計画【23-1】参照）において、全
学の機能強化等を目的とする「学長裁量ポイント」の仕組みを設け、
本学の若手教員比率の分析等も踏まえ、若手・女性・外国人教員の雇
用・登用を促進する取組を進めてきた。令和２年度からは、この「学
長裁量ポイント」を活用して、「新潟大学若手教員スイングバイ・プ
ログラム」（若手教員一括採用育成制度）を開始し、令和４年度は、
本プログラムにより、16分野17人の若手教員（うち女性７人、外国人
４人）を採用するとともに、令和５年度について13分野13人の若手教
員（うち女性６人、外国人４人）の採用を決定した。
・新年俸制において、各教員のモチベーションを高めることを目的と
して、毎年の業績評価とは別に、外部資金獲得の顕著な実績や卓越し
た学術的業績など、新潟大学全体に対する多大な貢献を踏まえて、
「トリプルスター」から「シングルスター」までの３段階の報奨対象
者を学長が決定して報奨金を支給する「特別報奨」制度を実施し、令
和４年度は、ダブルスター１人、シングルスター４人に対し、学長か
ら報奨金を贈呈した。
・第３期中期目標期間の４年目終了時評価の結果に基づき本学に配分
された「法人運営活性化支援分」を原資に、評価機関による評価（現
況分析）において高い評価を得た部局に対し、令和４年度予算におい
て追加配分を行った。

６４．アンケート・インタビュー調査による本学に対するス
テークホルダーからの評価
　【毎年度１回以上実施し、本学の法人経営に対する理解と支
持の具体的内容を明示できること】

・経営協議会外部委員から意見を収集した。経営協議会学外委員か
ら、本学の法人経営及びガバナンス体制について評価を受ける書面調
査「新潟大学の法人経営及びガバナンス体制に対する評価について」
を実施し（令和５年１月17日～２月７日実施）、理解・指示する点及
び改善点等を明らかにした。

６５．RPA導入等による業務の削減時間数
　【42,000時間以上（第４期中期目標期間の累計）】 3,561時間

６６．プロジェクト型SD修了者数
　【60人以上（第４期中期目標期間の累計）】 16人

６７．執行系事務の削減時間数
　【１日１人当たり１時間以上（第４期中期目標期間終了
時）】

0.5時間

６８．企画・マネジメント業務時間数
　【１日１人当たり５時間以上（第４期中期目標期間終了
時）】

4.5時間

６９．全学におけるDX推進に係る経営資源の投入状況
　【毎年度の全学におけるIT関連予算を見える化した資料の公
表】

学外へのIT予算見える化した資料は、「新潟大学統合報告書」にIT関
連予算について表現する予定

７０．事務効率改善等による教職員満足度（ES）
　【ES値の向上（第４期中期目標期間初年度・４年目終了時・
第４期終了時）】

0.94

７１．インターネットを活用した遠隔教育環境の整備等に係る
学生の満足度（CS）
　【CS値の向上（第４期中期目標期間初年度・４年目終了時・
第４期終了時）】

0.18
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㉑-1内部統制機能を実質化させるための措置や外
部の知見を法人経営に生かすための仕組みの
構築、学内外の専門的知見を有する者の法人
経営への参画の推進等により、学長のリー
ダーシップのもとで、強靭なガバナンス体制
を構築する。㉑
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㉓-1公的資金のほか、寄附金や産業界からの資金
等の受入れを進めるとともに、適切なリスク
管理のもとでの効率的な資産運用や、保有資
産の積極的な活用、研究成果の活用促進のた
めの出資等を通じて、財源の多元化を進め、
安定的な財務基盤の確立を目指す。併せて、
目指す機能強化の方向性を見据え、その機能
を最大限発揮するため、学内の資源配分の最
適化を進める。㉓
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㉕-2

AI・RPA（Robotic Process Automation）をは
じめとしたデジタル技術の活用や、マイナン
バーカードの活用等により、業務全般の継続
性の確保と併せて、機能を高度化するととも
に、事務システムの効率化や情報セキュリ
ティ確保の観点を含め、必要な業務運営体制
を整備し、デジタル・キャンパスを推進す
る。㉕
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㉔-1外部の意見を取り入れつつ、客観的なデータ
に基づいて、徹底した自己点検・評価及び大
学情報の分析を行い、その結果を可視化する
とともに、それを用いたエビデンスベースの
法人経営を実現する。併せて、経営方針や計
画、その進捗状況、自己点検・評価の結果等
に留まらず、教育研究の成果と社会発展への
貢献等を含めて、ステークホルダーに積極的
に情報発信を行うとともに、双方向の対話を
通じて法人経営に対する理解・支持を獲得す
る。㉔
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㉕-1

多様な学生・研究者の創造的な活動の活性化
に向けて、大学の機能を最大限発揮するため
の基盤となる施設及び設備について、保有資
産を最大限活用するとともに、全学的なマネ
ジメントによる戦略的な整備・共用を進め、
地域・社会・世界に一層貢献していくための
機能強化を図り、安全・安心で、環境負荷の
少ないキャンパスの整備を行う。㉒
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